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北海道・東北ブロック「令和７年度 北方領土青少年交流の集い」が、
７月２３日（水）・２４日（木）の２日間、秋田県秋田市で開催され、八峰中
学校２年生の４人が秋田県代表として参加しました。この集いは、次代を
担う青少年が、北方領土に関する正しい知識を習得することを目的とし
て行われています。青森県、宮城県、福島県から２人ずつ、北海道根室市
から２人、合わせて１２人の中学生が参加しました。
初日は、アキタパークホテルで「北方領土に関する学習会（講師…菊

地天先生）」が行われ、その位置や歴史など、クイズを交えながら北方領
土について学びました。元島民の方から、当時の生活についての講話も
ありました。夜は夕食を食べながら、中学生同士、交流を深めました。
２日目は、寒風山から入道崎へと、男鹿半島周辺を視察しました。寒風

山からの眺望は素晴らしく、北は能代市から八峰町、東は八郎潟一帯、
南は秋田市一帯、西は日本海と、いわゆる絶景を楽しみました。
北方領土に関する知識を身に付けながら、県外の中学生と楽しく過ご

すことができた２日間でした。
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○「北方領土青少年交流の集い」に参加して
～ 塚本琉花さん ～
今回の研修に参加して、初めて知ったこと

がたくさんありました。その中でも、北方領土
で暮らしていた人たちの生活の様子や、気候
などの自然環境について学んだことが印象に
残りました。2日間で、北方領土を返してほし
いという気持ちが強まりました。

○「北方領土青少年交流の集い」に参加して
～ 中山未宇さん ～
北方領土で暮らしていた人のお話を聞い

て、北方領土を返してほしいという強い願いを
もっていることが分かりました。これまでの歴
史など、いろいろな話を聞くことができました。
県外の中学生と交流しながら、北方領土につ
いてたくさん知ることができてよかったです。

○「北方領土青少年交流の集い」に参加して
～ 冨山楓雅さん ～
２日間の研修で、初めて県外の人と交流し

て緊張しました。でも、みんないい人で、友達
もできて思い出がたくさんできました。僕のコ
ミュニケーション能力も高まったと思います。
北方領土についてしっかり学ぶことができ、と
てもよい経験ができました。

○「北方領土青少年交流の集い」に参加して
～ 奈良光音さん ～
北方領土問題について深く知ることができ

ました。元島民の方のお話はとても興味深い
内容でした。東北の中学生とも、たくさん話が
できてとても楽しかったです。他県の人たちと
２日間交流できたことは、僕にとって貴重な経
験となりました。



○「白瀑神社例大祭」に参加して ～ ２年 小野晄さん ～
毎年恒例の８月１日に行われた祭典に、「旗持ち」として参

加しました。今年はとても暑く感じ、長時間歩くのは、ちょっと辛
かったです。でも、しっかり最後までやり遂げることができたの
でよかったです。
実際に近くで見た「神輿の滝浴び」は、迫力があってとても

素晴らしかったです。

○「八峰花火フェス2025」に参加して ～ ２年 金谷葉月さん ～
花火フェスの音楽部門に参加して、自分たちの演奏で八峰町を盛り上げ

ることができてよかったです。演奏曲「打ち上げ花火」では、私のソロもあり、
とても緊張しましたが、たくさんのお客さんの前で演奏できて気持ちよかった
です。練習も大変でしたが、がんばりました。私たちと一緒に演奏してくれた
地域の方々に感謝したいです。

○「八峰花火フェス2025」に参加して ～ ３年 伊藤由奈さん ～
８月１０日の「花火フェス」と、１４日の「二十歳を祝う会（峰栄館）」

で和太鼓八峰中連を披露しました。とても緊張したけれど、どちらも楽
しくできたのでよかったです。練習する時間が少なかったけれども、一
生懸命練習に取り組んで、何とか覚えることができました。和太鼓をた
たくということはなかなかできないことだと思うので、私にとって貴重な
経験となりました。
中学校の思い出を増やすことができて嬉しかったです。
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